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Nuclear Safety Response and Lessons Learnt is not an official OECD translation; hence, the 
Organisation does not guarantee its accuracy and accepts no responsibility for any 
consequences of its interpretation or use. 

本日本語訳は、独立行政法人原子力安全基盤機構（JNES）の協力により提供されています。 

This Japanese translation of the original English text has been provided courtesy of the 
Japan Nuclear Energy Safety Organization (JNES). 

報告書全文は www.oecd-nea.org でご覧になれます。 
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NEA 事務局長からの緒言 

2011 年 3 月 11 日、日本は、その東海岸が巨大地震とそれに続く津波に襲われ、何千人にも上る命

が奪われるという史上最悪の複合自然災害に見舞われた。この複合自然災害は、冷却に必要な電

源と最終ヒートシンクの長時間の喪失による福島第一原子力発電所の事故も引き起こした。この事故

自体による死傷者はなかったものの、避難した何万人もの国民の生活に影響を与え、莫大な経済的

損害を生み、周辺地域に大きな環境的損害をもたらした。 

原子力エネルギーの安全利用のための科学的、技術的、法的な基盤を維持し、発展させるという

NEA の活動の一環として、また、「より良い生活のためのより良い政策」を促進するという OECD の使

命に寄与するために、NEA は、国のレベル及び国際的なレベルで適切なフォローアップ措置が講じ

られことを念頭に、加盟国及び協力国と緊密に連携して事故の原因調査と教訓の抽出に取り組んで

いる。既に多くの作業が完了しているが、調査研究は今後も実施されることになっている。 

この事故は、原子力の利用自体に疑問を投げ掛けることは殆どなかったが、原子力には最高水準の

安全が必要であり、安全については定期的に見直し改善する必要があること、そして、この点に関し

ては絶対に自己満足に陥ることがあってはならないことを、私たち全てに再認識させた。 

福島第一原子力発電所の事故は、原子力安全をどう評価し確保するかを見直す上での大きな転機

となるものである。この事故を契機として、特定サイトについてその設置場所と設計に関する詳細な

調査が行われた。また、この事故によって、原子力安全の専門家は、原子力安全が拠り所とする原

則、特に深層防護という考え方が依然として有効であるものの、それを全ての国であらゆる状況下で

効果的に実施するには行うべきことが多くあることを改めて確認することとなった。我々が共にこの目

標を達成するためには、何事にも疑問を呈する姿勢と相互に学び合う謙虚な姿勢を常に維持し、強

固な安全文化を構築することが、役に立つであろう。本報告書に記されている NEA の取り組みは、

現在そして未来の原子炉の安全性に大いに貢献するものである。 

Luis E. Echávarri、 

NEA 事務局長 
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要 旨 

2011 年 3 月 11 日の巨大地震と津波の後で発生した福島第一原子力発電所（NPP）の事故は、原

子力発電所でかつて経験した最も過酷な事故の一つであり、原子力安全に責任を担う者（事業者、

安全機関）は、今後何年もかけてそれに対処していかなければならない。この事故を受けて、世界中

の原子力規制当局、各国政府、及び国際機関は、日本の対応を支援するために緊急措置を取った。

原子力規制当局による監督の下で、事業者は全ての原子力施設の安全性を確保するために、一連

の解析とフォローアップ対策の実施に着手した。本報告書では、OECD 原子力機関（NEA）とその加

盟国による措置の概要を説明する。また、高い水準の原子力安全を確保するための重要なメッセー

ジとその意味合いについても要約する。 

国のレベルでは、原子力発電所を持つ全ての NEA 加盟

国が、引き続き稼働中の原子力発電所が安全に運転され、

公衆が防護されることを確認し保証するために迅速な措置

を講じた。これらの暫定的な安全レビューの後、原子力施

設を持つ全ての国は、総合的な安全レビュー（ストレステス

トともいう）を実施した。この総合的な安全レビューでは、極

端な外部事象と安全機能の喪失やシビアアクシデントに対

する対応能力など、福島第一 NPP で経験した状況に関連

した問題に主たる重点を置いて、原子力施設の安全裕度

が再評価された。このレビューでは、設計基準とする前提

条件の妥当性と、設計基準を超えた事象に対する対策の妥当性に関する調査が行われた。 

原子力発電所を持つ NEA 加盟国は、プラントの安全性に関する評価を行い、必要な場合には、安

全性を向上させるための措置を取った。これらの国は、一つのサイト内の全ての原子炉に同時に影

響を及ぼす事象（複数機事象）を含め、電力網あるいは最終ヒートシンクを長期間にわたって使用不

可能にする自然事象に対する各プラントの耐力を強化するために、既存の安全システムの改善や設

備及び計装の追加設置に着手した。 

事故から数週間のうちに、NEA は既に原子力安全及び放射線防護の分野で専門家グループの設

置に着手するとともに、日本の当局や他の国際機関との情報交換を進めた。また、NEA は速やかに

G8-G20 の枠組み内で、上級政策決定者及

び規制者のフォーラムを開催した。 

福島第一 NPP 事故と類似の事故が将来発生

する可能性を極めて低くするための措置の効

果的な実施が求められている。特に重点が置

かれているのは、外部脅威に対する頑健性を

確保するための深層防護の考え方の適用強

化と、安全機能の喪失に対応するためのアク

重要なメッセージ 

• NEA 加盟各国はそれぞれの稼働中

原子炉に関して重点的な安全レビ

ューを行い、それらの運転を継続

しても安全であることを確認し

た。外部事象とシビアアクシデン

トに対する対応の改善に役立つ追

加の安全強化策が明らかにされ、

現在実施されている。 
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重要なメッセージ 

• 原子力安全のための方策とコンセ

プトを実施する上で、自己満足の

余地はない。 

• 福島第一 NPP の事故により、人

的・組織的・文化的な重要課題が

指摘されたが、それには、規制当

局の独立性、技術的能力、透明性

の確保が含まれている。 

シデント・マネジメントの方法である。さらに各国は、事故

条件下での使用済燃料プール（SFP）の挙動に関する知

識の改善に取り組んでいるほか、人の行動能力と人的要

因に関する解析を通じた高ストレス条件下でのスタッフの

行動能力に関するより深い理解の取得や、クライシスコミュ

ニケーションと緊急時手順・ガイダンスの見直し・改善に取

り組んでいる。また、緊急時計画、特に外部起因事象によ

って地方、国、又は地域のインフラが重大な損傷を被る可

能性がある状況下での、緊急時計画についての実効性を

高める措置も講じられている。自然ハザードを考慮した確

率論的安全評価（PSA）とシビアアクシデントに関連した研究開発プログラムも実施中である。 

多くの国と放射線防護に関わる国際コミュニティ全般は、外部ハザードとシビアアクシデントへの対

応を改善するために規制要件を改めるだけでなく、国としての事故事態への備えを改善するために、

緊急時対応と復旧に関する方策を再検討している。これには、事故後の復旧と緊急事態から復旧段

階への移行に関する国としての準備の見直しも含まれている。規制当局・その危機技術センターと

関連の国際機関との国際的なコミュニケーション及び情報や専門知識の交換についても改善が検

討され、一部が実施されている。 

事故から 2 年を経ても、NEA は、復旧作業、関連する課題、及び研究計画の面で日本の当局に対

する支援を続けている。現在の課題としては、より総合的な安全レビュー、除染、放射線防護、及び

利害関係者との対話が挙げられる。NEA はまた、事故の進展経過に関する理解を深めることと、廃

止措置時及び解体時の安全に関する情報を取得することに役立つ研究プログラムも支援している。 

スリーマイル島事故及びチェルノブイリ事故の経験から見て、福島第一 NPP 事故の完全な解析には

何年も要すると考えられる。NEA は、各ユニットで事故の進展に伴って何が起きたかを更に良く理解

するために必要な情報を収集するための研究計画の策定に関しても日本の当局と協力している。関

連する活動は今後も数年にわたり継続し、将来的には新しい活動が必要になる可能性もある。 

事故後の活動から導かれた重要なメッセージと結論、そして高い水準の原子力安全を継続的に維

持し、国際的に改善していく上でのそれらが持つ意味合いを以下に簡単に説明する。 

まず 1 点目は、原子力発電を使っている NEA の加盟各国が、極端な外部事象に関連するような影

響を考慮して稼働中の原子炉に関する重点的な安全レ

ビューを速やかに実施し、運転を継続しても安全である

と判断するとともに、あわせてより総合的な安全レビュー

を実施したことである。外部事象とシビアアクシデントに

対する対応の改善に役立つ追加の安全強化策が明ら

かにされ、NEA 加盟各国でそれが実施されている。 

この事故からの基本的なメッセージは、原子力安全のた

めの方策とコンセプトを実施する上で自己満足の余地

はないということである。 

重要なメッセージ 

• 原子力安全の専門家は、原子力安

全に関する方策とコンセプトを有

効に実施していることを互いに説

明する責任を負っている。 

• 原子力安全に関する第一義的な責

任は NPP の事業者にあり、規制

当局は公衆と環境を確実に防護す

る責任を負っている。 
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重要なメッセージ 

• 深層防護の基本的な考え方は依然

として妥当であり、それは、原子

力安全に責任を負う人々の間で引

き続き共有されている。 

重要なメッセージ 

• 事故を完全に排除することはでき

ないため、サイト内及びサイト外

の放射線緊急事態に対する対処す

る計画を策定し、試行して、定期

的に見直す必要がある。 

各国および国際的な既存の要件は設計基準内の事故に関

する有効な枠組みとなっているが、発生する可能性は低い

ものの、緩和対策が講じられなければ破滅的な結果をもた

らす可能性のある事故に対してより一層効果的に対処する

ため、これらの枠組みを強化する努力が行われている。 

原子力安全の専門家は、原子力安全に関するコンセプトを

有効に実施していることを説明する責任を負っている。原子力安全の第一義的な責任は NPP の事業

者にあることを認識した上で、規制当局は放射線の有害な影響から公衆と環境を確実に防護する責

任を負っている。 

福島第一 NPP の事故は、放射性物質のサイト外への放出に対する工学的な障壁と手順上の障壁の

全てを実質的に無にするものであったが、深層防護の基本的な考え方は依然として妥当であり、原子

力安全に責任を負う人々の間で引き続き共有されている。外部ハザードの場合のように不確かさが大

きい場合に深層防護の考え方を有効に実現するためには、追加対策を講じて不確かさに対処し、適

切な安全裕度を維持する必要がある。 

設計基準を超える事象に対処するための安全強化策を後押しするために、教訓を抽出し、解析を行

い、情報収集が行われている。本報告書は、a) 深層防護の各レベルでの防止と緩和、b) 深層防護の

各レベルで講じられる措置と提供される資源の他のレベルからの独立性確保、c) 共通要因故障のレ

ベル間伝播可能性の最小化といった点で、深層防護の適用に関し各国規制当局がガイダンスを整備

することが有益であることを示している。 

福島第一 NPP の事故によって、人、組織、文化の面で対処すべき重要な課題が明らかになった。そ

のような課題には、規制当局の独立性、技術的能力、及び透明性の確保が含まれている。 

緊急時の勧告が国ごとに異なること、特に、日本の防護勧告が日本在住の自国民に対して行った諸

外国政府の勧告と異なったことから、各国政府間で技術情報を共有する仕組みを改善すべきことが明

らかになった。 

国内及び国際的なコミュニケーションと各国の規制機関と危機対応センター間での情報交換について、

大幅に改善する必要性が認識された。原子力緊急事態によって直接又は間接的に影響を受ける可能

性のある国々の間でのあらゆる面でのコミュニケーションの改善を図るために、原子力緊急事態に関

する国際的な情報交換のあり方が国際的に検討されている。 

NEA の国際原子力緊急時訓練（INEX）はこの問題に重点を置いたものであり、関連する決定を国が下

す際の方法論について引き続き検討を進めていく。さらに、

大規模な事故が発生した場合には、隣接する国でも緊急措

置を講じる必要性があると考えられる。 

防護措置の実施については、未だ問題があり、特に長期に

わたる復旧段階に移行する際、避難者が通常の生活に戻り

たいと希望する場合には問題が多い。この移行に際しては、

利害関係者の懸念を理解しそれに適切に対処するため、利
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害関係者を効果的に関与させる膨大な資源と労力が必要

になる。これは、往々にして公衆の信頼が低下している事

故後の状況では、特に複雑である。 

これまでにも、福島事故から詳細な経験と教訓を収集する

相当の作業が完了しているが、原子力コミュニティ全体と

してなすべき作業がそれ以上に残っている。事故－復旧

プロセスが進展し、明確な結論が得られるのに伴い、それ

が研究開発に関する長期的な提案に影響を及ぼす可能

性がある。そのような作業は、NEA で実施中の研究（事故

後に行われた暫定的な安全評価と技術的評価（シビアア

クシデント、外部ハザードの評価など）によって更に詳細な

検討が必要とされたより強力な解析方法の開発を目標と

するもの）に組み込むことも可能である。これらの活動は、

今後明らかにされるものも含めて、今後数年間にわたって続けられるものである。 

得られた教訓に対応する中長期的な措置を講じていくためには、国際協力がデータを収集、共有、

分析するための場となり、こうした活動を一貫して続けることで各国は規制枠組み内に取り込むことが

できる。また、このような国際協力は、各国の規制者が原子力発電所の安全を確保するために注意

を怠らないように互いに積極的に働きかけることができる場ともなり、福島第一 NPP 事故の一因とも

なった自己満足を回避することにも役立つ。 

事故を完全に排除することはできないため、サイト内及びサイト外の放射線緊急事態に対処する計

画を策定し、試行して、定期的に見直し、演習や日常的な管理から得られた経験に基づく知見を反

映して行かなければならない。これらの安全確保対策を支援するため、NEA は原子力リスクに関す

る適切なコミュニケーションに今後も取り組んでいく。 

原子力事故が大きな社会的、経済的、心理的影響を与えることを踏まえ、原子力安全に関わる諸機

関は、サイト外に長期的な影響を及ぼすシビアアクシデントの可能性を防止・緩和するための対策を

明らかにすべきであると考えた。 

結論として、放射線の有害な影響から公衆と環境を防護するために、過去数十年にわたる原子力発

電の利用を通じて培ってきた慣行と方策を自己満足に陥ることなく効果的に実施することは、原子力

安全の専門家が共有すべき責任である。高い水準の安全基準とその効果的な実施に関し、改善を

継続していくためには、疑問を提起し、学習する姿勢が不可欠である。 

安全の確保は国の責任であるが、事故の影響が極めて広範囲に及ぶ可能性があるため、これは国

際的な懸念でもある。その意味で、国際協力は、原子力発電プログラムを持つ国が国内規制制度に

よる原子力安全の取組みが有効に実施できるようにするため、良い慣行を抽出し推奨する上で重要

である。NEA は、そのような国際協力のために効果的な場を提供している。 

各国の規制当局は、国際協力を通じて、各国が事故の教訓に対応して中長期的措置を策定・実施

するに当たって自国に役立つ良い慣行を見い出すことができる。 

 

重要なメッセージ 

• 安全の確保は国の責任であるが、

事故の影響が極めて広範囲に及ぶ

可能性があるため、国際的な懸念

でもある。 

• 福島第一原子力発電所の事故の経

験を完全に反映するには、長い年

月を要する。 

• 高い水準の安全基準とその効果的

な実施に関する改善を続けていく

ためには、疑問を提起し、学習す

る姿勢が不可欠である。 
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92130 Issy-les-Moulineaux, France
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福島第一原子力発電所事故

本報告書は，2011年3月に起きた東京電力福島第一原子力発電所の事故を受け，OECD原

子力機関（NEA）およびその加盟国の対応について概要を述べたものである。すべての

NEA加盟国は，引き続き稼働中の原子力発電所が安全に運転され，公衆が防護されるこ

とを確認し保証するために迅速な措置を講じた。NEAは，原子力エネルギーの安全利用

のための科学的，技術的，法的な基盤を維持し，さらに推進するというNEAの活動の一環

として，事故に対する加盟国の個別および共同対応を支援している。また，NEAは，日本の

関係機関に対し直接的な支援も行っている。これらの活動は，これまでに得られた教訓

と合わせて，本報告書に要約されている。原子力を有するすべての国における原子力安全

とそれを実現するための基盤強化を促すため，重要なメッセージを発信する。

NEA No. 7217
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